
SFとは、もととなる柱・梁フレームを比例して縮小したフレーム
「スケーリングフレーム」の略称です。その構造と性質は厳密な幾
何と力学理論に裏付けられています。

シンプルな魔法：アルミニウムSF
スケーリングフレーム

（特許取得済）

縮小率：
柱梁のフレームをα倍

これらの性質を最大限に実現するため、エネルギー吸収性能と、
変形追随能力と、耐久性ともに優れた高純度アルミニウム製を
採用しました。また、木造建築に最適な大きさにデザイン
しました。
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「Simple（シンプル）」こそが、要。
新開発の制振フレーム。
制振装置は、壁に組み込まれる物ですから、故障や劣化による機能低下は許されません。
WUTECは、故障原因となる複雑な仕組みや素材を使わず、
非常にシンプルな金属のみの構造設計。
端部金物、鋼製パイプ、中央にあるスケーリングフレームのシンプル構造です。
幾何原理が生み出した驚異的な制振性能は、永い年月を経ても、
安全に機能し、安心して使用できます。

スケーリングフレーム

鋼製パイプ

端部金物

開発者の言葉

良い技術である条件には，

効果よく、信頼性高く、コスト低く、使いやすく、
美しく、持続できる ことなどが挙げられます。
WUTEC-SF はこれらを全て備えて，
これから社会的な普遍技術になると確信しています。

呉　東航
（WU DongHang）
（株）呉建築事務所代表
清華大学客員教授（2013）
博士（工学）
構造設計一級建築士
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揺れを吸収し、
制御するしくみ

揺れに耐える
しくみ

耐震(壁倍率) 制振

建物が受ける
地震エネルギーを
中心のアルミニウムが
熱に変換し吸収します。

WUTEC-SFの制振のしくみ
地震の揺れを、アルミデバイスが変形することで吸収します。

WUTEC-SFは耐震と制振性能を併有しています。

耐震とは、壁の強さで地震の揺れを耐えることで、

国土交通大臣認定「尺モジュール：壁倍率 2.6 倍」

「メーターモジュール：壁倍率 2.4 倍」に表れた性能

です。

制振とは、壁の粘りで地震の揺れを抑える性能。

これによって、同じ壁倍率の木造壁に比べて大地震

壁倍率＋制振性能＝「耐震・制振壁」

WUTEC－SFの構造形式をスケーリングフレーム構造（略称：

SF構造）と呼びます。その基本原理はSFの対角線変形の塑性

挙動により振動エネルギーを吸収するというものです。

SFは四隅剛接または一体成型したもので繰り返しの変形性能

を安定的に確保するために、柱梁フレームの部材芯の形状に比

例して縮小した形としています。このような構造体が水平力を

受けると早い段階で降伏し、塑性化します。 幾何原理を元に、塑

性変形を利用し振動エネルギーを吸収する仕組みです。

地震の揺れ

スケーリングフレーム

変形変形


